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Construction of junior high school lunch as a safety net for children’s food













































校時の子どもの昼ごはんを市区町村（地域）で守ろう！」緊急要望書」（2020 年 3 月 12 日）などが
ある。





















































































































































































































































































































（注 ）運営期間 40 年間の総額。他に、給食費補助のための就学援助費等が年
間 4.2 億円必要と試算されている。
（出所 ）神戸市立中学校の昼食のあり方検討会「中学校給食実施時における実















初期投資費(国庫除く) 143 65 126 19 16 
修繕更新費 263 108 223 35 15 
維持管理・運営費 649 745 542 702 736 
















































　中学校給食は、2014 年度から一部で開始され、2016 年度からは全 82 校で、「デリバリー方式」
のランチボックス（=「弁当箱方式」）で実施されている 13。2015 年に発生した給食への虫や金属
片などの異物混入事件後、神戸市では、神戸市中学校給食の検証・検討に関する有識者会議 14 の
議論を経て、異物混入事案について情報公開のガイドライン 15 が作られ 2016 年度から給食が再
開された。
　2019 年時点の中学校における学校給食の喫食率は 33.5％に留まり、残りは家庭弁当 64.8％、パ
ン等 1.6％、無回答 0.1％（18 人）となっている。「デリバリー方式」の学校給食になり、以前の
校内弁当販売制度よりは喫食率が上がったが、多くの課題が残されている。そこで、喫食率向上
のために全生徒・保護者を対象とするアンケート調査が行われた 16。以下は、この 2019 年のアン
ケート調査結果による。
　給食を食べている生徒にとって給食への不満として、「味付けが薄い」が全体では 37％のとこ
ろ、男子で 40％、3年生で 40％と高い。「ごはんの量が多い」は全体では 20％であるが、女子で
は 33％、1年生では 25％と高い。「おかずの量が多い」も全体で 20％のところ、女子 27％、1年
生 25％と高い。
　その結果、「給食をいつも残す」のが全体では 31％であるが、女子では 41％、3年生では 35％
と高い。反対に「いつも残さない」は、全体では 19％であるが、1年生で 22％である。「残す理
由」は、「冷たい」が全体では 50％であるが、男子は 60％である。「苦手なもの」を理由としたの
は、全体では 45％であるが、3年生が 50％と高い。「量が多い」を理由としたのは、全体 35％で




/kensyou.html〉（2020 年 3 月 15 日閲覧）。
15　神戸市（2016）「異物混入事案について情報公開のガイドライン」〈http://www.city.kobe.lg.jp/child/
school/lunch/kyusyoku/img/ibutuguideline.pdf〉（2020 年 3 月 15 日閲覧）。
16　神戸市（2019）「中学校給食に関するアンケート結果報告書」。
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つも残す」のは、全体で 9％のところ、女子と 3年生は 13％と高い。「牛乳を残す理由」は、「味
が苦手」が全体で 40％であるが女子は 44％と高く、「他の献立と味が合わない」が全体で 34％の









る。残食を減らす一定の成果があったが 17、牛乳の残量が増加傾向にあることから 2018 年度から
ドリンクタイムを放課後にするなど時間帯を工夫したり、米飯以外の地元産の米粉パンや麺を導
入して献立を多様化したりするなど、見直しも行っている 18。
17　産経ニュース「三条市、9月から給食の牛乳廃止正式決定「食べ残し減った」」（2015 年 7月 1日）。
18　三条市「平成 30 年度からの学校給食の変更点」〈https://www.city.sanjo.niigata.jp/material/files/











































































































1年生 48％と高い。保護者全体では 12.5％と「家庭弁当」支持は低い（図表 9）。「給食を食べた





































































article/126594〉（2020 年 3 月 15 日閲覧）
23　関係自治体・高校のホームページ、毎日新聞（2016 年 12 月 2 日）、北國新聞（2018 年 2 月 16 日）
によれば、北海道新十津川町・大樹町・愛媛県今治市・石川県志賀町で例がある。
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